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宗

十
四
回
若
布
献
上
の
儀

一
三
月
十
五
日
（
水
）
神
島
宮
司
、
地
元
漁
協
関
係
者
ら
が
宮
中
に
参
内

ー
し
、
天
皐
・
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
、
賢
所
、
三
笠
宮
家
へ
早

一
春
の
玄
界
灘
産
の
若
布
を
献
上
申
し
上
げ
た
。

一
献
上
し
た
若
布
は
海
洋
神
事
奉
賀
会
（
宗
像
・
鐘
崎
・
津
屋
崎
各
漁
協
で

ー
構
成
）
会
員
が
、
ま
だ
寒
さ
厳
し
い
三
月
初
旬
の
玄
界
灘
で
採
取
し
た
初
若

ー
布
を
当
大
社
に
奉
納
、
そ
れ
を
神
職
・
巫
女
が
規
定
の
量
を
袋
に
納
め
献
上
若

ー
布
と
し
て
奉
製
し
た
。

ー
今
年
の
若
布
は
順
調
に
生
育
し
て

ー
い
た
が
、
海
上
模
様
の
悪
い
日
が
多

ー
く
二
月
後
半
の
採
取
予
定
が
遅
れ
、

一
三
月
初
旬
採
取
開
始
と
な
っ
た
。
悪

一
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
布
の
品

一
質
は
と
て
も
す
ば
ら
し
く
古
来
よ
り

ー
伝
わ
る
乾
煉
方
法
で
加
工
を
施
し
、

一
磯
の
煎
る
良
質
の
も
の
と
な
っ
た
。

一
三
月
十
四
日
（
火
）
午
前
九
時

ニ
―-
0分
、
御
本
殿
で
若
布
献
上
奉
告

ー
祭
を
斎
行
。
献
上
の
無
事
安
全
を
祈

ー
り
、
献
上
者
一
行
は
出
発
し
た
。

ー
福
岡
空
港
到
着
後
、
第
ニ
タ
ー
ミ

| 5月祭事暦
つきなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時

高宮祭
第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社
月命日祭(1 日）
遥拝（15日）

午前11 時

総社祭

浦安舞奉奏（1 日）
豊栄舞奉奏（15日）

05日五月•浜宮祭
午前10時30分

浜宮祭
於…宗像市神湊浜宮

午前11 時

五月祭
於…宗像市江口五月宮

027日
沖津宮現地大祭

午前 7時大島港出港

於•沖ノ島沖津宮

『
箸
で
始
ま
り
、
箸
で
終
わ
る
』
▼
日
本

人
は
、
一
般
に
生
後
百
日
目
の
「
箸
始
め

の
祝
い
」
か
ら
始
ま
り
、
亡
く
な
る
と
故

人
愛
用
の
箸
を
枕
飯
に
つ
き
た
て
る
一

膳
飯
の
「
立
て
箸
」
で
終
わ
る
。
箸
が
「
生

命
の
杖
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う

▼
古
来
よ
り
箸
に
は
、
神
様
や
こ
れ
を

使
う
人
の
霊
魂
が
宿
る
と
信
じ
ら
れ
、

神
話
の
中
に
も
、
須
佐
之
男
命
が
出
雲

の
肥
河
上
で
箸
が
流
れ
て
く
る
の
を
み

て
人
の
住
む
の
を
知
り
、
八
俣
の
大
蛇

を
退
治
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
「
出
雲

の
流
れ
箸
」
な
ど
が
あ
る
▼
祭
祀
に
お

い
て
も
箸
は
神
と
人
と
を
繋
ぐ
神
人
共

食
の
神
具
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
、
宮

中
祭
祀
の
中
で
も
、
最
も
重
儀
と
さ
れ

る
新
嘗
・
大
嘗
祭
で
は
陛
下
が
神
々
と

対
座
し
、
神
々
と
共
に
新
穀
を
お
箸
に

て
お
召
し
に
な
る
。
当
社
の
「
古
式
祭
」

に
お
い
て
も
、
古
儀
に
則
り
神
前
に
は
特

殊
神
飼
と
栗
の
箸
が
供
え
ら
れ
、
御
座

で
は
稲
穂
を
刺
し
立
て
た
御
飯
を
栗
箸

で
い
た
だ
く
▼
昔
か
ら
人
に
不
快
や
不

浄
感
を
あ
た
え
る
よ
う
な
箸
使
い
を
嫌

い
箸
（
指
し
箸
・
渡
し
箸
•
寄
せ
箸
等
）
と

い
い
、
不
作
法
な
行
為
と
さ
れ
、
箸
使
い

を
見
れ
ば
そ
の
親
が
わ
か
る
と
言
わ
れ

る
ぐ
ら
い
、
箸
使
い
に
は
そ
の
人
の
人

格
が
で
る
と
い
う
▼
子
供
の
躾
の
始
め

と
し
て
、
ま
ず
箸
の
使
い
方
か
ら
入
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
つ(N
.
M
)神具・装束

令井 冷
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ナ
ル
搭
乗
口
で
、
一
般
の
乗
客
を
は
じ
ー

め
、
空
港
関
係
者
、
報
道
陣
が
見
守
る
一

中
、
当
大
社
巫
女
よ
り
全
日
本
空
輸
（
株
）
一

客
室
乗
務
員
へ
若
布
を
手
渡
す
セ
レ
モ
ー

ニ
ー
を
行
い
、
一
行
は
午
後
一
時
一
五
—

分
A
N
A

二
五
四
便
に
搭
乗
、
空
路
東
一

京
へ
と
向
か
っ
た
。
―

翌
十
五
日
（
水
）
午
前
十
時
、
神
一

島
宮
司
、
随
行
神
職
一
名
、
長
澤
孝
信
一

氏
（
津
屋
崎
漁
協
組
合
長
）
池
浦
輝
一

幸
氏
（
宗
像
漁
協
福
間
支
所
長
）
、
一

出
光
興
産
社
員
一
名
の
五
名
が
、
乾
門
一

よ
り
宮
中
へ
参
内
。
一

羽
毛
田
信
吾
長
官
、
井
関
秀
男
掌
典
一

長
に
若
布
献
上
の
旨
を
言
上
、
天
皇
・
一

皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
、
同
妃
両
殿
下
、
—

三
笠
宮
家
に
献
上
申
し
上
げ
た
。
そ
の
一

後
、
神
島
宮
司
が
宮
殿
で
記
帳
を
行
い
、
一

掌
典
職
案
内
の
も
と
宮
中
三
殿
参
拝
の
一
（
株
）
・
全
日
本
空
輸
（
株
）
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
々

栄
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
「
若
布
献
上
一
に
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一

の
儀
」
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
一

本
年
の
若
布
献
上
者
は
左
記
の
通
り
一
'

宗
像
大
社
一
宮
司
神
島
定
一

宗
像
大
社権

禰
宜
飛
来
孝
佳
一

津
屋
崎
漁
協
協
同
組
合
一

組
合
長
長
澤
孝
信
一

宗
像
漁
協
禍
間
支
所
一

支
所
長
池
浦
輝
幸
一

尚
、
本
年
の
若
布
献
上
に
際
し
、
格
一

別
の
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
出
光
興
産
一

凶
一
、
一L

ｭ

.
4

、

f‘— 

宮
内
庁
の
こ
指
示
を
仰
ぎ
献
上
日
を
決
定
。
現
在
、
賢
所
、

天
皇
・
泉
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
を
は
じ
め
、

昭
和
四
十
四
年
十
月
に
宗
像
三
宮
を
御
巡
拝
、
特
に
沖
ノ
島

に
も
渡
島
さ
れ
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
学
術
調
査
を
御
視
察

み
か
さ
の
み
や
た
か
ひ
と

さ
れ
た
三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
へ
も
献
上
申
し
上
げ
て
い
る
。

今
年
で
四
十
四
回
目
を
迎
え
た
こ
の
『
若
布
献
上
』
は
、

秋
の
『

み
あ
れ
祭S
海
上
神
幸
s

行
事
で
あ
る
。

』
と
並
ぶ
同
会
の
一
大

五
k
gx四
所
分
）
を
献
上
品
と
し
て
い
る
。

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
新
幹
線
と
な
り
、
現
在
で
は

当
時
は
新
幹
線
も
開
通
し
て
お
ら
ず
、
夜
行
列
車
で
上
京

1
1
村
田
繁
美
氏
）
設
立
の
際
に
始
め
ら
れ
た
。

大
島
・
鐘
崎
・
神
湊
．
勝
浦
・
地
ノ
島
·
津
屋
崎
•
福
間
（

で
構
成
さ
れ
る
「
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
」

空
路
で
若
布
を
運
ぴ
宮
中
へ
献
上
申
し
上
げ
て
い
る
。

か
つ
て
若
布
は
、
宗
像
七
浦
各
地
で
採
取
さ
れ
て
い
た
が
、

つ
ば
き

現
在
は
地
ノ
島
の
沖
合
い
で
採
取
さ
れ
、
同
島
特
産
の
椿
油
を

塗
っ
た
板
に
若
布
を
張
り
付
け
、
天
日
で
干
す
「
板
干
し
」

と
い
う
古
来
か
ら
の
加
工
法
で
調
製
さ
れ
る
。

加
工
さ
れ
た
若
布
は
例
年
一
―
-
+
k
g
当
大
社
に
奉
納
さ
れ
、

神
職
・
巫
女
が
形
を
整
え
規
定
の
量
ず
つ
袋
詰
め
す
る
奉
製

作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
厳
選
し
た
も
の
六
k
g
（
一
、

（
会
長

現
在
は
宗
像
・
鐘
崎
・
津
屋
崎
の
三
漁
協
の
漁
協
組
合
員

若
布
献
上
は
昭
和
三
十
八
年
、
宗
像
七
浦
と
称
さ
れ
る
旧

若
布
献
上
の
儀
に
つ
い
て
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立
碁
地
オ
成
俗
禽
ア
ク
ロ0

名
収
容
の
円
形
ホ
ー
ル
ー

は
午
後
一
時
半
の
開
派
時
一

に
は
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
一

周
知
の
通
り
、
昭
和
天
一

皇
こ
即
位
の
大
嘗
祭
で
奉
一

奏
さ
れ
た
昭
和
の
主
基
地
一

方
風
俗
舞
は
、
特
例
で
当
一

大
社
に
下
賜
さ
れ
、
現
在
一

春
秋
の
大
祭
で
宗
像
大
神
一

の
御
神
前
で
の
み
奉
奏
さ
ー

れ
て
い
る
。
こ
の
事
を
f
J
—

理
解
頂
く
た
め
、
会
場
に
一

は
御
神
燈
・
注
連
縄
を
張
一

っ
て
の
公
演
と
し
た
が
、
一

観
客
一
同
に
も
充
分
伝
わ
ー

っ
た
の
か
、
舞
が
始
ま
る
一

と
観
客
の
皆
様
は
物
音
一
ー

つ
立
て
ず
、
そ
の
勇
壮
な
一

各
地
に
伝
わ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
一
男
性
舞
に
見
入
っ
て
い
た
。

い
る
神
楽
や
舞
を
紹
介
し
続
け
、
今
年
で
一
会
場
こ
そ
一

0
0
名
ほ
ど
の
収
容
で
は
一

七
年
目
と
な
る
「
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー
あ
っ
た
が
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
内
の
大
型
ス
ー

バ
ル
S

祝
奏
ー
」
が
、
三
月
二
十
一
一
ク
リ
ー
ン
に
お
い
て
も
そ
の
様
子
は
伝
え
―

日
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
開
催
さ
れ
、
当
大
社
一
ら
れ
、
道
行
く
多
く
の
人
々
も
そ
の
ス
ク
一

神
職
、
保
存
会
員
が
出
向
し
「
主
韮
地
方
ー
リ
ー
ン
の
前
で
足
を
止
め
て
い
た
。
一

風
俗
舞
」
を
披
露
し
た
。
一
午
後
一
一
時
半
公
演
は
終
了
し
、
保
存
会
一

当
日
は
主
基
地
方
風
俗
舞
の
他
に
、
筑
ー
長
の
田
中
保
政
保
氏
、
舞
方
で
あ
り
数
少
一

前
琵
琶
・
博
多
独
楽
が
実
演
さ
れ
、
―
ニ
ー
な
い
二
十
代
の
会
員
で
あ
る
清
水
陽
介
氏
一

ス
柿
岡
公
浅

歌
方

舞
方

吉
武
倫
彦

中
野
正
徳

清
水
陽
介

深
田
龍
介

石
津
典
秀
（
尺
取
り
）

吉
田
敏
幸

中
野
修

岩
佐
洋
一

福
崎
武
志

（
二
十
七
歳
）
、
深
田
龍
介
氏
（
二
十
三

歳
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
会
長
か

ら
風
俗
舞
の
意
義
・
歴
史
が
説
明
な
さ
れ

た
後
、
マ
イ
ク
が
若
い
会
員
二
人
に
向
け

ら
れ
る
と
「
地
元
青
年
と
し
て
保
存
会

に
在
籍
し
、
宗
像
大
社
春
秋
の
大
祭
で
こ

の
伝
統
あ
る
舞
を
奉
納
出
来
る
こ
と
に
大

変
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
舞

の
技
術
に
磨
き
を
か
け
、
次
世
代
の
会
員

が
加
わ
っ
た
時
に
は
、
自
分
た
ち
が
き
ち

ん
と
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

答
え
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
た
。

新人紹介 4月 1 日付で、巫女2名が新たに加わりましたので、こ紹介致します。

①氏名 ②生年月日 ③出身 ④経歴（学歴） ⑤特技（趣味） ⑥抱負

“” .. 

きたむら かなえ

①北村夏奈絵

②昭和62年8月 7 日(1 8歳）

③宗像市田久 ④県立遠賀高

⑤自転車での散策、読書、イラスト

まつざき りか

①松繭理加
②昭和62年9月 5 日(1 8歳）

③古賀市薬王寺 ④私立精華女子高

⑤音楽鑑賞、日本舞踊（藤間流）

⑥今は電車、バス通勤ですので、はやく自動車

の免許を取って車通勤をしたいです。

まだまだ未熟者ですが、一つ一つ確実に社務

を覚え、皆様のお役に立ちたいと思いますので、

御指導、御鞭撻の程よろしくお願いします。

` 

⑥祖母の薦めで三歳から日本舞踊をしていま

す。巫女さんの務めには神楽舞が必須です

ので、その経験を生かし、御神前で優雅に

舞を舞えるようになりたいです。今は、覚

えることが多々あり毎日が必死ですが、は

やく慣れ、皆様のお役に立ちたいと思います。

よろしくお願いします。
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ペ
ず
い
し
ん

四
月
一
．
―
-
日
の
両
日
、
春
季
大
祭
一
部
瑞
真
副
住
職
、
主
埜
地
方
風
俗
舞
保
一

が
斎
行
さ
れ
た
。
例
年
で
あ
る
と
境
内
一
存
会
員
、
浦
安
舞
奉
仕
者
、
総
代
等
が
一

の
桜
は
満
開
だ
が
、
本
年
は
桜
の
開
花
一
斎
館
前
に
列
立
し
本
殿
へ
参
進
。
一

が
遅
く
ま
だ
数
輪
し
か
咲
い
て
い
な
か
っ
一
神
島
宮
司
が
国
家
鎮
護
・
泉
室
安
泰
一

た
が
、
春
の
陽
気
の
中
、
境
内
は
多
く
一
・
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祝
詞
奏
上
、
｛

の
氏
子
・
崇
敬
者
ら
で
賑
わ
っ
た
。
一
続
い
て
氏
子
会
を
代
表
し
塚
本
義
人
氏
（
一

四
月
一
日
午
前
十
一
時
、
神
島
宮
司
一
福
津
市
東
福
問
）
が
奉
幣
詞
を
奏
上
し
た
。
一

た
て
―

以
下
神
職
、
氏
子
奉
幣
使
、
鎮
国
寺
立
一
そ
の
後
、
保
存
会
の
御
奉
仕
に
よ
り
、
一

ー
，... 

一
宮
中
舞
楽
の
手
ー
た
。
祭
典
後
に
は
皇
室
に
献
上
さ
れ
た
一

振
り
を
伝
え
る
一
「
若
布
」
を
採
取
さ
れ
た
奉
仕
者
に
一

「
主
碁
地
方
一
対
し
、
当
大
社
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
一

風
俗
舞
」
、
ー
が
贈
呈
さ
れ
た
。

更
に
玄
海
中
学
一
そ
の
後
、
第
二
宮
、
第
三
宮
、
宗
像
一

校
女
子
生
徒
に
一
護
国
神
社
へ
と
、
宮
司
以
下
各
神
職
・
一

よ
る
「
浦
安
ー
参
列
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
場
へ
進
み
、
一

舞
」
が
奉
奏
一
各
所
で
春
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
一

さ
れ
、
春
を
告
｛
宗
像
護
国
神
社
祭
で
は
、
福
岡
県
護
一

げ
る
神
苑
に
悠
一
国
神
社
坂
口
禰
宜
、
宗
像
•
福
津
両
市
｛

遠
な
平
安
絵
巻
一
の
追
族
を
は
じ
め
―
1
0
余
名
が
参
列
一

が
繰
り
広
げ
ら
一
す
る
中
、
護
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申
上
一

れ
た
。
二
げ
る
と
共
に
、
遺
族
並
び
に
両
市
民
の
一

翌
一
日
は
、
一
弥
栄
が
祈
念
さ
れ
た
。

午
前
十
一
時
よ
ー
同
刻
儀
式
殿
に
於
い
て
は
、
交
通
安
一

り
二
日
祭
が
斎
ー
全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講
員
皆
様
の

行
さ
れ
、
海
上
一
今
年
一
年
の
交
通
安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。
一

安
全
、
大
漁
満
一
午
後
二
時
か
ら
は
、
本
殿
に
於
い
て
献
一

足
が
祈
念
さ
れ
一
茶
祭
が
行
わ
れ
日
頃
熱
心
に
茶
道
を
学
ん
一

春
季
大
祭

斉
行

だ
当
大
社
巫
女
が
、
南
坊
流
の
獣
紗
さ
ば
一

き
も
爽
や
か
に
御
点
前
を
披
露
し
た
。
一

か
く
し
て
二
日
間
に
亘
る
春
季
大
祭
ー

も
無
事
斎
行
さ
れ
、
春
の
一
大
神
事
も
一

滞
り
無
く
終
了
し
た
。
一

こ
の
春
季
大
祭
で
あ
る
が
、
戦
後
問
一

も
な
く
（
昭
和
一
二
十
年
代
）
ま
で
一

は
、
春
の
こ
の
時
期
に
当
大
社
所
蔵
の
{
T

御
神
宝
・
古
文
書
を
虫
干
し
し
一
般
―
―

に
公
開
す
る
祭
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
―


こ
れ
を
秋
の
『
如
尉
』
に
対
し
＿
一

『
保
存
会
』
と
称
し
、
人
々
の
楽
し
一
―

み
と
な
っ
て
い
た
。
＿

昭
和
三
十
九
年
の
『
宝
物
殿
』
一

竣
工
に
伴
い
、
保
存
会
の
呼
称
も
消
え
ー

て
い
っ
た
が
、
今
も
昔
も
こ
の
保
存
会
一

（
現
1
1
春
季
大
祭
）
の
時
期
は
、
神
一

郡
宗
像
に
春
を
告
げ
る
行
事
と
し
て
多
一

く
の
人
々
が
境
内
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
一 主

基
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者

中
野
正
徳
（
舞
方
）

清
水
洋
介
（
＂
）

鎌
田
真
史
（
＂
）

八
尋
省
吾
(
”
)

石
津
典
秀
（
歌
方
）

岩
佐
洋
一
（
＂
）

吉
田
敏
幸
（
＂
）

吉
武
倫
彦
（
＂
）

菊
本
兼
二
（
＂
）

浦
安
舞
奉
仕
者

中
野
美
菜

嶺
日
香
里

岩
佐
侑
香

吉
井
恵
梨
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大
島
・
中
津
宮
で
沖
・
中
両
宮
春
季
大
祭

四
月
十
一
・
十
二
日
、
筑
前
大
島
で
沖
津
一

宮
・
中
津
宮
両
宮
の
春
季
大
祭
が
斎
行
さ
ー

れ
た
。

十
一
日
は
生
憎
の
雨
模
様
に
見
舞
わ
れ
一

た
が
、
島
の
北
側
に
鎮
座
す
る
沖
津
宮
遥
一

拝
所
及
び
中
津
宮
で
、
明
日
の
大
祭
が
無
一

事
斎
行
さ
れ
る
事
を
祈
る
宵
宮
祭
が
斎
行
一

さ
れ
、
明
日
の
打
合
せ
を
兼
ね
な
が
ら
、
社
一

務
所
で
神
職
及
び
奉
賛
会
の
皆
様
と
直
会
一

第
二
期
展
示
品
の
入
替
え
作
業
を
実
施

新
た
に
神
宝
九
十
九
点
が

九
州
国
立
博
物
館
へ

昨
秋
、
国
内
で
四
番
目
の
国
立
博
物

館
と
し
て
華
々
し
く
開
館
し
た
九
州
国

立
博
物
館
（
以
下
、
九
博
）
。
古
都
・

太
宰
府
の
地
に
産
声
を
あ
げ
て
か
ら
半

年
を
迎
え
た
今
も
、
同
館
や
周
辺
地
域

は
、
予
想
を
遥
か
に
超
え
る
多
く
の
人
々

に
よ
り
、
連
日
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
九
博
開
館
時
に
出

陳
し
た
当
社
の
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土

品
の
貸
出
期
限
が
近
づ
い
た
た
め
、
今

春
以
降
の
出
陳
品
を
検
討
、
内
容
が
決

定
し
、
去
る
四
月
三
日
、
九
博
に
お
い

て
展
示
品
の
入
れ
替
え
作
業
が
行
わ
れ

を
行
っ
た
。

翌
朝
は
前
日
ま
で
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に
~

晴
れ
上
が
り
、
絶
好
の
日
和
と
な
っ
た
。
一

午
前
八
時
半
よ
り
、
宮
崎
区
の
厳
島
神
社
で
、
一

同
九
時
よ
り
沖
津
宮
遥
拝
所
、
同
九
時
半
一

よ
り
大
島
最
高
峰
に
あ
る
御
嶽
神
社
で
そ
ー

れ
ぞ
れ
祭
典
を
斎
行
。
i

午
前
十
一
時
に
、
中
津
宮
の
春
季
大
祭
一

が
斎
行
さ
れ
、
神
島
宮
司
を
斎
主
に
氏
子
一

作
業
は
、
当
社
文
化

財
管
理
事
務
局
長
と
学

芸
員
の
立
会
い
の
も
と
、

九
博
文
化
財
課
小
林
学

芸
員
の
企
画
案
に
そ
っ

て
進
め
ら
れ
、
途
中
、

展
示
業
者
や
美
術
梱
包

業
者
も
加
わ
り
な
が
ら
、

厳
粛
に
慎
重
に
行
わ
れ

た
。

金銅製棘葉形杏葉

奉
幣
使
と
し
て
島
民
の
船
越
勇
治
氏
が
奉
―

仕
す
る
中
、
巫
女
に
よ
る
「
浦
安
舞
」
も
一

奉
奏
さ
れ
、
島
民
は
も
と
よ
り
島
外
よ
り
一

多
数
の
皆
様
に
参
列
頂
き
、
境
内
に
桜
吹
~

雪
が
舞
う
中
、
厳
粛
に
祭
典
が
斎
行
さ
れ
た
。
一

そ
の
後
、
昨
年
度
に
献
魚
·
献
品
を
こ
奉
一

納
戴
い
た
皆
様
に
感
謝
状
を
贈
星
し
、
照
ー

海
殿
で
一
0
0
名
程
の
参
列
者
が
集
う
中
、
一

賑
や
か
に
直
会
が
開
か
れ
た
。
一

続
い
て
午
後
一
時
半
に
は
中
津
宮
境
内
一

に
て
大
島
小
学
校
児
童
全
員
参
加
に
よ
り
一

奉
納
相
撲
大
会
が
開
か
れ
、
沖
中
両
宮
翼
一

賛
会
（
会
長
1
1
上
野
美
実
）
小
学
校
教

諭
の
こ
奉
仕
に
よ
り
保
護
者
、
島
民
は
一

層
の
賑
わ
い
を
見
せ
、
盛
大
裡
に
本
年
の

春
季
大
祭
を
無
事
終
了
し
た
。

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・
1

・

1
•
I

・

1

・

1

・
1

・

1

・

1
•
1

・
1

・
1

・
1

・
1

・
1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・

1

・
1

・

1

・
1

・
1

・

1

・

1

＿
ン
を
敷
き
、
そ
の
上
に
銅
鏡
を
載
せ
、
三
、
一

特
に
時
間
を
費
や
し
た
も
の
は
、
銅
ー
四
箇
所
の
固
定
場
所
を
定
め
た
後
、
表
一

鏡
の
展
示
。
傾
斜
四
十
五
度
の
ア
ク
リ
ニ
血
を
シ
リ
コ
ン
で
覆
っ
た
鉄
の
鋲
を
傾
一

ル
製
展
示
台
に
銅
鏡
と
同
大
の
シ
リ
コ
＿
斜
台
へ
打
ち
込
み
、
銅
鏡
を
固
定
し
て
―

い
く
、
と
い
う
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
一

銅
鏡
を
傷
づ
け
ぬ
よ
う
に
注
意
を
払
い
一

な
が
ら
、
確
実
に
固
定
し
な
け
れ
ば
な
一

ら
な
い
た
め
、
皆
、
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
―

し
て
作
業
に
携
わ
っ
た
。

九
博
の
四
階
に
あ
る
「
文
化
交
流
展

示
室
」
に
は
、
常
設
展
示
と
し
て
、
九

州
と
東
ア
ジ
ア
の
交
流
史
の
足
跡
を
示
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す
文
物
が
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
。
一

九
博
で
は
、
開
館
に
際
し
、
常
設
展
示
ー

の
古
墳
時
代
エ
リ
ア
の
一
角
に
、
沖
ノ
ー

島
の
祭
祀
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
神
宝
類
一

を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
一

を
企
画
、
当
社
へ
神
宝
の
借
用
を
要
請
、
一

当
社
は
そ
れ
に
応
え
、
開
館
か
ら
約
半
一

年
間
、
神
宝
の
貸
出
を
行
っ
て
き
た
。
一

第二期晨示凰景

展華聖やた製そ
今示かな滑代龍の
春のつ祭石表頭内
以中豊祀製的‘容
降核富品模な金は
‘をなな造優銅‘
九な神ど品品製三
博し宝計‘や心角
のて類一土‘葉縁
沖きは口器金形神
｢ tミ九ーと属杏獣
慕 博点い製葉鏡
祀 のでつ雛とや
迫 常‘た形い金

0畢跡 設豪神品つ銅
------------------------------------. --------------------------... --------. ------------------------------. --------. ----------------------

-- - →·-一l ..  ー→な出
方土
格品
規コ
矩 I
鏡ナ
や I
朝を
鮮飾
半る
島神
製宝
のは
金‘
銅巨
製大
--------•· 

出う灘実六勾玉棘
土テに施連玉‘葉
品 l 生のとなユ形
やマき翌数ど l 杏
長でた日ぇ計舌葉
崎‘海‘た九フ
県韓人四場丸ゑ塵
壱国た月合点形り
岐竹ち四の 状ど
市莫の日総方のり
笹洞動か数ラ滑の
塚祭向らース石ガ
古祀一一゜小製ラ
墳迫と玄作玉子ス
出跡い界業を持小
---------------------------------------

銅鎮を展示台へ設置する学芸員

下記のように展示が変わりました

土
品
と
合
わ
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
の
出
陳
期
間
は
、
三
月
末
か
ら

十
月
中
旬
ま
で
の
約
半
年
間
の
予
定
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
多
く
の
方
々
に
こ

碗
頂
き
、
宗
像
三
女
神
の
神
威
や
祭
祀

の
歴
史
的
意
義
の
尊
さ
を
、
心
に
刻
ん

で
も
ら
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。
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五
月
二
七
日
は
沖
津
宮
の
現
地
大
祭
一

で
あ
る
。
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産
に
と
い
一

う
動
き
も
活
発
で
、
九
月
末
に
は
シ
ン
一

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
も
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
一

沖
ノ
島
は
博
多
か
ら
直
線
距
離
で
七
一

七
k
m、福
津
市
か
ら
六
五
k
m、遠
賀
郡
一

（続）

` 福津市／函ご冒□璽＇a言冒冒·皇[、 1; ; : [̀ る島かろの前籠七この約水と＾の の季ぁ黄つ本は灘。
゜灯んに左方り日こ石二をは 梅福初節が砂と土二召 km
沖台で沖端にーにの組〇入塩靡津津夏的りがもや四百‘
ノのいノ‘浮ヵ5 沖突み〇り田川浜市、にと飛、島三箪竺
島明る島指か行ノ提の m 江へとの＾中はいば晴か・に即
はか゜が二ぶゎ島で掘‘にのも農旧秋五うな天ら六浮大
梅り夜ぼ本筑れ籠はり幅通外称業津頃月条いで見 m ん島
津がはうの前てり五切約す海す排屋がと件時、ぇででか
の分沖とと大い一月り八長の゜水崎ぃ＋とー空るあいら
突かノ浮こ島た浜二 ---m さ海も路ーぃ月‘雨気所るる四

0 0 0 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

公
＃

ハ
｀
·
ー
、

.-ｷ 

203 

端
か
ら
白
石
浜
側
と
勝
浦
浜
側
（
約
一
ー

0
0
m
)
が
見
え
る
範
囲
で
あ
る
。
一

福
津
市
東
福
間
の
津
丸
西
ノ
後
遺
跡
一

は
標
高
四
八
m
の
丘
陵
地
だ
っ
た
が
、
一

こ
こ
に
沖
ノ
島
様
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
ー

が
あ
り
、
板
石
が
あ
っ
た
。
現
在
は
丘
一

陵
全
体
が
削
平
さ
れ
て
住
宅
地
と
な
っ
一

て
い
る
。
こ
の
丘
陵
か
ら
直
接
、
沖
ノ
ー

島
は
望
め
な
い
が
、
沖
ノ
島
に
対
す
る
一

何
等
か
の
信
仰
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一

福
津
市
の
東
郷
公
園
の
あ
る
大
峯
山
一

は
標
高
一
―
四
•
五
m
、
コ
ン
ク
リ
ー
―

ト
の
三
笠
の
砲
台
が
、
玄
界
灘
を
む
け
ー

て
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
も
見
え
る
。
一

宗
像
市
田
野
に
あ
る
田
野
瀬
戸
古
墳
一

は
全
長
三
八
m
の
前
方
後
円
墳
で
、
今
一

年
宗
像
市
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
一

後
円
墳
に
あ
が
る
と
沖
ノ
島
が
見
え
る
。
一

宗
像
市
鐘
崎
か
ら
遠
賀
郡
波
津
へ
抜
一

け
る
海
岸
道
路
か
ら
も
島
が
見
え
る
。
一

古
賀
市
の
鹿
部
山
（
標
高
五
九
•
四
一

m
)
も
、
地
元
の
安
倍
正
喜
氏
が
年
に
一

数
回
島
影
を
確
認
し
て
い
る
。
一

筑
前
大
島
の
岩
瀬
は
沖
ノ
島
遥
拝
所
一

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
沖
ノ
島
ま
で
約
―

い
し
い
た
だ
し

四
八
k
m、ま
た
島
の
最
高
所
御
狐
（
標
一

高
三
七

m
)
の
展
望
台
か
ら
も
見
え
ー

る
。糟

屋
郡
新
宮
町
の
相
島
の
タ
チ
ノ
ダ
ー

ン
は
高
さ
約
四
0
m
の
玄
武
岩
の
断
崖
一

絶
壁
で
、
下
に
は
穴
観
音
が

あ
る
。
そ
の
断
崖
か
ら
も
沖

ノ
島
が
望
め
る
。
島
の
最
高

所
高
山
は
七
七
m
、
黒
田
藩

の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
、
石

垣
の
上
に
物
見
櫓
が
組
ま
れ

ら
れ
、
異
国
船
の
監
視
に
あ

た
っ
て
い
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
沖
ノ
島
も
そ
の
視
野

に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
一
年
に
灯
台
を
横
に

設
置
さ
れ
て
玄
界
灘
が
一
望

で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

新
宮
町
の
立
花
山
（
三
六

八
m
)
や
対
馬
が
見
え
た

と
い
う
福
津
市
の
対
馬
見
山
（
二
四
一

m
)
も
見
え
る
に
ち
が
い
な
い
。

い
つ
し
か
も
見
む
と
お
も
び
し

む
な
か
た
の
沖
の
御
島
を
見
る
が

（
青
柳
種
信
）

も
し
さ

と

前号訂正※第二司令長官が伊藤整一、艦長は有賀幸作。



第543号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年5月 1 日月曜日 8
丁

ヒ

1
N
＂
＼
番

i
j
小
叶
J
庸
‘

永
田
久
美
子

う
き
は
市
浮
羽
町

向

色
を
合
せ
帽
子
衿
巻
編
み
つ
ぎ
ぬ
あ
の
人
こ
の
人
お
も
い
う
か
べ
て

（
評
）
往
時
追
懐
に
ひ
た
る
一
時
。

宿
の
灯
の
と
も
れ
ば
心
な
こ
み
く
る
時
化
の
日
つ
づ
く
島
の
冬
場
は

（
評
）
初
句
は
「
ど
の
家
も
」

雨
の
朝
う
ぐ
い
す
の
声
き
こ
ゆ
れ
ど
腰
の
痛
み
に
動
き
も
な
ら
ず

（
評
）
上
句
は
「
商
の
声
の
き
こ
ゆ
る
雨
の
朝
」
、
結
句
は
「
身
動
き
な
ら
ず
」

則
正

植
樹
祭
貰
ゐ
し
苗
の
山
桃
は
二
十
年
へ
て
花
咲
き
満
つ
る

（
評
）
一
、
二
句
は
「
植
樹
祭
に
貰
ひ
し
」
結
句
は
「
花
の
咲
き
満
つ

l
と
助
詞
は
丁
瑕
に
。

老
い
て
座
す
日
々
多
か
り
き
庭
淋
し
巣
箱
造
り
て
持
ち
来
る
倅

（
評
）
二
、
三
句
は
「
事
の
み
多
き
吾
が
日
々
に
」
と
し
た
い
。

福
津
市
光
陽
台

香
月
照
子

宗
像
市
大
島

杉
田
膿
子

宗
像
市
鐘
崎

安
永
久
子

に
わ
と
り
は
空
忘
れ
し
と
思
へ
ど
も
高
み
に
眠
る
こ
と
ぞ
哀
し
き

（
評
）
放
し
飼
い
の
鶏
は
夜
は
木
の
枝
に
飛
び
上
っ
て
眠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
面
白
い
う
た
。

福
津
市
在
自

増
田
武
光

福
津
市
中
央

池
浦
千
鶴
子

い
つ
の
間
か
居
眠
り
て
を
り
若
き
日
に
と
き
め
き
観
た
る
恋
愛
映
画
に

（
評
）
加
齢
の
嘆
き
、
甘
美
な
過
去
。

明
け
方
の
浅
き
眠
り
に
わ
が
編
し
帽
子
か
ぶ
り
て
父
の
い
で
き
ぬ

（
評
）
父
恋
い
の
う
た
。

宗
像
市
曲

天
野
玲
子

子
育
て
を
楽
し
と
言
び
て
帰
り
た
る
息
子
の
言
葉
お
も
び
庭
掃
＜

（
評
）
子
に
寄
せ
る
信
頼
の
惰
に
あ
る
作
者
で
あ
る
。

宗
像
市
大
井

木
原
ふ
さ
子

第
五
一
＿
一
七
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

と
し
た
い
。

白
兎
神
社
祭
り
は
明
日
と
少
年
ら
海
の
ひ
か
り
に
神
楽
を
復
習
ふ

砂
丘
に
咲
く
昼
顔
の
う
す
き
紅
八
十
歳
は
期
し
が
た
き
年

手
を
ふ
り
て
砂
丘
を
の
ぼ
り
ゆ
く
友
を
エ
ン
ジ
ュ
の
若
薬
の
下
に
見
送
る

選
者
詠

福
岡
市
南
区

井
田
有
久
衣

神
鈴
の
紐
新
し
く
替
へ
ら
れ
て
初
午
近
き
古
宮
に
来
し

（
評
）
三
句
以
下
「
替
へ
ら
れ
し
古
宮
に
来
ぬ
初
午
近
し
」
と
直
し
た
い
。

夜
も
更
け
て
車
椅
子
に
て
厠
へ
と
廊
下
に
出
れ
ば
ナ
ー
ス
の
笑
顔

（
評
）
治
涼
を
受
け
な
が
ら
も
猶
、
独
立
心
を
失
わ
な
い
作
者
で
あ
る
。

宗
像
市
日
の
里

大
和
美
由
紀

福
津
市
中
央

中
村
勇

枯
草
の
敷
き
て
湿
れ
る
野
を
ゆ
け
ば
遠
目
に
青
き
は
草
の
芽
立
ち
か

（
評
）
「
枯
苧
の
敷
き
て
」
が
判
ら
な
い
、
「
敷
か
れ
た
る
枯
郎
」
か
「
枯
草
の
伏
し
て
」

な
ら
判
る
が
。

上
海
に
日
中
友
好
の
か
け
稿
と
桜
を
植
う
る
中
国
留
学
生

（
評
）
新
聞
記
事
の
一
節
の
よ
う
で
作
者
が
見
え
な
い
の
が
残
念
。

開
花
予
想
知
ら
せ
る
毎
に
市
役
所
の
桜
並
木
を
確
か
め
に
ゆ
く

（
評
）
「
知
ら
せ
る
」
で
は
作
者
自
身
が
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
「
記
事
出
る
毎
に
」
で
あ
ろ
う
。

宗
像
市
田
野

森
甲
子

宗
像
市

桜
花
待
つ
季
節
は
ず
れ
の
寒
戻
り
待
ち
わ
び
る
木
を
び
た
す
ら
見
上
ぐ

言
二
、
三
句
は
「
待
つ
に
寒
さ
の
戻
り
き
て
」
と
す
べ
き
。

也

田

フ
オオ＜

龍
子

真
鴨
等
の
旅
立
つ
頃
か
池
岸
の
杏
の
花
々
見
送
ら
ん
と
す

（
評
）
三
句
以
下
「
池
岸
に
見
送
る
ご
と
く
杏
の
花
々
」
の
方
が
順
直
な
叙
し
方
と
思
う
が
。

宗
像
市
森
田
富
佐
子

に
し

、
フ

岡

福
津
市
星
ヶ
丘

佐
々
木
和
彦

巻
え
に
L

び
と
技
を
共
に
育
む
樫
ふ
た
木
〈
神
の
縁
〉
と
注
連
は
延
は
れ
た
り

（
評
）
上
句
は
詞
バ
ロ
き
を
持
っ
て
来
て
「
相
生
の
樫
と
呼
ば
る
る
大
き
樫
」
は
如
何
で
す
か
。

宗
像
市

田

久

桔
梗

宗
像
市
束
郷
田
中
滋
象

伊
都
の
国
の
九
大
キ
ャ
ン
パ
ス
風
光
る

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

啓
蟄
や
展
示
会
場
人
う
こ
め
き

宗
像
市
光
岡
白
土

桜
咲
き
吾
身
も
踊
る
心
も
や

後
国
口
汀
い

を
多
く
f
f
l
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ス
ラ

ン
プ
で
、
こ
こ
何
ヶ
月
か
は
愚
息
の
話
題
に
集

中
し
て
お
り
ま
す
▼
読
ま
れ
て
い
な
い
よ
う

で
、
意
外
と
読
ま
れ
て
い
る
の
が
こ
の
欄
で
、

地
元
の
方
に
は
よ
く
「
あ
ん
た
が
芭
き
よ
っ
ち

ゃ
ろ
」
「
ポ
ク
は
ど
げ
ん
ね
」
と
声
を
掛
け
て

頂
き
、
終
い
に
は
名
前
で
は
な
く
M
.
0
さ
ん

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
、
読
ん

で
楽
し
い
こ
と
を
円
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
マ
今
、
日
常
の
社
務
に
加
え
『
読
み
も
の

づ
く
り
j
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
大
社
に

は
神
職
・
学
者
向
け
の
、
神
社
界
で
も
指
折
リ

の
立
派
な
「
神
社
史
」
、
神
宝
・
考
古
学
に
興
味

の
あ
る
方
に
は
、
約
ハ
万
点
の
国
宝
を
網
羅
し

た
「
図
録
」
、
一
般
の
崇
敬
者
向
け
の
読
み
物
「

む
な
か
た
さ
ま
」
、
見
て
楽
し
め
る
「
和
文
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来

る
こ
れ
ら
を
、
勝
手
に
「
｛
歪
啄
大
社
四
部
作
j

と
名
付
け
ま
し
た
▼
し
か
し
「
む
な
か
た
さ
ま

」
は
在
庫
切
れ
、
「
和
文
」
も
年
数
が
経
過
し
様

変
わ
り
し
た
点
が
多
々
あ
り
、
叢
も
必
要
と
さ

れ
る
参
拝
者
向
け
の
も
の
が
不
足
し
て
お
リ

ま
す
。
「
神
社
史
」
「
図
録
」
は
立
派
な
も
の
が

完
成
し
て
お
リ
ま
す
の
で
、
あ
と
は
「
む
な
か

た
さ
ま
」
「
和
文
」
を
制
作
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
▼
先
す
は
夏
ま
で
に
「
む
な
か
た
さ

ま
」
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
…
。
出
来
上

が
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
紙
面
で
も
お
知
ら
せ
す

る
つ
も
り
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。
(
M
.
o
)

凌
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